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第五代広報部長   小寺 諒一 5   2009年 12月号 第 151号 12 
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2 

NPO法人堺観光ボランティア協会ニュース 300 号記念誌 2022年(令和 4年)5 月 25日

発行 

mailto:sakaikvk@axel.ocn.ne.jp


ＮＰＯ法人堺観光ボランティア協会ニュース300号記念誌 2022年（令和4年）5月25日発行 

 

3 

 

観ボラ ロゴの誕生秘話                       【第三代部長 呉竹 正】  

 

平成 17 年度から広報企画部を担当させていただいた、4 期生

の呉竹 正です。 

NPO 法人堺観光ボランティア協会ニュース第 1 号は平成 20 年

4 月 1 日号（通算 131 号）。ロゴマーク入りで華々しくデビュー

しました。ロゴマークデザインは元協会員 Yさんの友人の専門家

にお願いしました。デザイン料は 3万円だったと記憶しています

が、未来に残るものだからと先行投資でした。いまや、堺が誇る

世界遺産になった仁徳天皇陵古墳と、現存場所に残っているものでは日本一古い木造建築の灯台をデ

ザイン化したものです。今もなお健在です。 

広報誌は当初手書きでした。平成 8 年 10 月入会の私と同期である S さん

が始められました。平成 10 年に N さんに引き継がれた時からパソコン導入

となり、私もお手伝いをしました。平成 17 年に広報企画部になった時から

NPO 法人立ち上げまでは部長を担当し、ロゴの選定にも立ち会いました。そ

の後、S さんにバトンタッチ、さらに K さんに代わられてからも、ずっと校

正のお手伝いはさせていただきました。 

協会 10 年の歩み、堺観光ボランティアの 20 年などの記念冊子に歴代部長

の苦労話が掲載されていますが、毎月毎月 1 号も欠かさずに発行されている裏側では、並大抵の苦労

や工夫を重ねて来られた様子をうかがい知ることができます。でも、その苦労をいとわず続けてこら

れたのは、とてもやりがいのあるお仕事ですし、読者の皆さんや、投稿者の皆さんのご協力と声援の

おかげと感謝しています。新しい世代の方々もきっと同じ思いで引き継いでくれているものと確信し

ています。 

どうか今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在任期間頃の主な出来事 

NHK「冬のソナタ」韓流ブーム 

（2004年） 
イナバウアー荒川静香 

トリノ五輪で金メダル 

（2006年） 

そのほか、2004年：イチローメジャー大記録（シーズン 262安打） 

2005年：電車男、JR福知山線脱線事故、萌え～(オタク用語)、クールビズ 

新紙幣発行 福沢諭吉、 

樋口一葉、野口英世（2004年） 
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ボランティア協会ニュース発行の思い出             【第四代部長 瀨島正司】 
  

平成 17 年に理事になったときは、広報部に属しボランティ

ア協会ニュースの発行、特にパソコンによる原稿の入力を担当

しました。しかし、パソコンが得意とは言えないため大変苦労

しました。 

 そんな苦労の間に、広報部長を任され、発行もしなければな

らなくなりました。こうなると、原稿集めが大変な問題となり

ました。初めは、誰にどのように頼めば良いのかわからず、同

期の皆さんや、いくらかでも馴染みになった方に頼んでみまし

たが、簡単ではありませんでした。仕方なく、自分で書いたも

のの、自分の名前ばかり並べることもできず、「呉竹さん、名前を使わしてください。」とか「野澤

さん、名前を借ります。」等と言って紙面を埋めていました。 

 そんな時、平成 16年入会の村田信彦さんが、原稿を書いてくれるようになりました。彼は、自分の

メモを持っていて、その中から適切な項目を提出してくれていたのでした。いわゆる「村田ｍｅｍｏ」

は、村田さんが長年にわたり、聞いたり読んだり調べたりした堺の歴史、エピソード、ちょっとした

出来事などをたくさん収集し、自分流でまとめたものでした。そのうちに、そのｍｅｍｏを書いた大

学ノートを渡していただき、適当に利用してもいいよと言って任されました。これは大変役に立ちま

した。 

 その後、平成 14年に同期入会した楠本幹子さんからも寄稿するとの嬉しい申し出がありました。第

１回は、平成 19年 9月号でした。この記事は、平成 21年 10月号まで続きました。その間、彼女への

プレゼントを兼ねて、私のパソコン技術の向上を目指して、製本形式でまとめてみました。そして、

連載終了後、手渡したところ、大変に喜ばれました。こちらも、パソコンに慣れて使いやすくなり、

嬉しく感じました。 

 ところが、今度は、第 1 期入会の大先輩、太田美都子さんの登場です。彼女は、かなり以前からこ

のアイデアを温めていたのか、積極的に記事の提出をして下さいました。阪堺電車沿線を細かく取材

し、紹介する記事でした。それまでも、いろんな記事をタイミング良く寄稿され、さすが、大先輩と

感心していたものでした。以前から温めていただけでなく、記事に合わせて再三現地を探査したとの

ことでした。この記事は、平成 23 年 7 月号に始まり、平成 26 年 7 月号で終了しましたが、その後も

関連記事をたくさん寄せていただきました。 

 私のほうも、楠本さんの記事で鍛えた腕で、またまた製本風のものを作成しました。太田さんにも

大変喜ばれたことは申すまでもありません。これは、その後広報部長になった長江さんの手で製本さ

れ、全会員に配布されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在任期間頃の主な出来事 

FIFA女子ワールドカップ 

なでしこジャパン優勝（2011年） 

 

郵政民営化（2007年） 
ゲゲゲの女房（2010年） 
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堺の歴史と文化を学びたいと思い、平成 19 年に入会しました  【第五代部長 小寺 諒一】 

  

初めての研修は仁徳天皇陵古墳で坂東さんからレクチャーを

受けました。次いで市役所展望ロビーでは瀬島さんがコーチで、

その時、広報部へ来ないかと誘われ、先ずは協会ニュース作り

の仕事に携わることになりました。協会ニュース関係の仕事は、

ひと月前の広報部会で翌月号の紙面づくり打ち合わせ、全体の

構成が決まったら原稿集めになりますが、協会スタッフに頼む

のはそんなに難しいことではありませんが、外部の方にお願い

するのには難儀することもありました。でも、このことで役所

内部のことがわかったり、観光部の方との顔繋ぎが生まれて、のちのち観ボラの業務をしていくうえ

で助かるようになりました。紙面作りでは「情報を正しく、わかりやすい言葉で表現する」を念頭に

おいて、内容にも十分吟味をして編集しますが、間違いのないよう何回も何人かのスタッフで確認を

します。協会ニュース発行の作業日には、広報部スタッフ総出でニュース作りに当りますが、その時、

事務所に居られる方々にも手伝っていただきました。 

広報部へ入会後、2012年に広報部長職に就き、以後事務局長に転任するまで、チームの仲間と楽し

く仕事できたことはボランティア活動の糧になっています。当初は、ニュース用の紙が準備されてい

なかったり、束ねるのにホッチキスの針が通らなかったり、ニュース印刷の日には印刷機を独占しま

すから印刷しようとされる他部門の方に迷惑をかけたり、事務所のスペースも広くとって、業務に支

障をきたすことなど、問題も多々あり、広報部会においてニュース制作～発送に至るまでの作業手順

をスケジュール化しそれぞれ担当者を決めて対応しました。 

協会の情報や観光に関係する資料を集め、ニュース誌面で公表し、会員のみならず協会関係先へも

お知らせすることは大変な労力が要りますが、このことをよく理解できたらスタッフのニュース作り

への意欲も向上し、やり甲斐も出てきたように思います。出来上がったニュースを会員や外部配布先

の方々にお届けできた時はうれしくもあり、楽しくもあり、全て終わったあとは気持ちよくそれぞれ

が帰宅につきました。物事を完成させるのに自分ひとりでは出来なくていろんな人の手を煩わすこと

は難しいことですが、このことはビジネスにおいての経験が役に立っています。男女老若分け隔てな

く、得意をされることを聞き出してチームをまとめていくことがりーダーの役目です。後継者を育て

あげて引き継ぎを済ませる。「継続は力なり！」と。こうして思い起こしながら当時のことをあれこれ

と振り返ってみますと、広報部長をしていた時が一番充実していたんではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在任期間頃の主な出来事 

あべのハルカス開業（2014年） 

五郎丸ポーズ（2015年） 
iPS細胞 山中伸弥教授 

ノーベル医学・生理学賞

受賞（2012年） 
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広報部長は私でよかったのかしら・・・           【第六代部長 長江 幸代】 

 

私が広報部を担当することになったのは約 6年前ですが、今

思い出すと悲喜こもごも、様々な感情が入り交ざってきます。 

何も知らない、何もできない私がよくもまあ引き受けたもの

だと、考えのなさに自分自身に呆れてしまいます。すでに部と

しての形が出来上がったところに、新人でもない私が入り込ん

できたのですから、広報部の皆さんにはたいへんご迷惑をおか

けしたと思います。歴代の広報部長さんが築き上げたものを更

にレベルアップしていこうとしていた部員たち。正直「えらい

とこに来ちゃった・・」と感じていました。しかし、そんな感情に流される暇もないくらい、1か月、

また 1か月と日々を送っていったような気がします。 

そのころ、「百舌鳥古墳群を世界遺産に」というムードが徐々に高まっていったのですが、2年連続

推薦成らず、7月頃には自作の号外をそっとゴミ箱に捨てた記憶があります。    

2017年 7月 31日国内推薦決定、そして待ち望んだ 2019年 7月 6日、完成したばかりのフェニーチ

ェ堺大ホールで衛星中継を多くの堺市民が見守る中、ユネスコ世界遺産委員会で登録決定！ 観ボラ会

員の仲間と一緒にゴールドシャワーを浴びた瞬間は、今でも忘れられない一コマです。バンザーイバ

ンザーイと声を出しながらカメラのシャッターを押したのを覚えています。その一枚は、協会ニュー

スのトップページを飾りました。（p.15参照） 

その後の広報部会でハッと気づき、慌てて「世界文化遺産登録 百舌鳥・古市古墳群」の特集号を

出版。バタバタの作業でしたが、その行程で、多くの方々にご協力いただきました。宮内庁書陵部の

方、藤井寺市・羽曳野市の世界遺産推進室の方々から投稿、歴史文化都市推進室・室長（現在の世界

遺産課の前身）から原稿と素晴らしい写真の数々、堺市博物館学芸員さんへ「登録の意義」という難

しいお題をお願いしたり、会員の T さんには、まとめた貴重な資料を提供していただいたり、他にも

多数の方々のお力がありました。申し訳ないのですが、きちっとお礼を申し上げたかどうか、記憶が

定かではないのです。改めてご挨拶に行きたいくらいです。また何といっても、堺市長に就任された

ばかりの永藤市長にインタビューさせていただき、当時の観ボラ理事長と少々興奮気味で帰ったのを

思い出しました。 

この記事を書くにあたって、自分を振り返る良いきっかけを作っていただいた広報部さん、ありが

とうございます。今後も微力ながら応援していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在任期間頃の主な出来事 

ポケモン GO（2016年） 

 

年） 

将棋ブーム・藤井聡太（2017年） 

 

年） 

ラグビーワールドカップ
（2019年） 
 

年） 
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〈記念号発行に当たって〉 

上記は記念すべき第１号の表紙です。協会設立 3年目に発行
されています。手書きの原稿をコピーしていたそうです。 

集まった原稿をハサミ・糊で切り貼りして完成させていたと
のことです。この年に正式に広報部が発足しました。 
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〈記念号発行に当たって〉 

上の記事は第 3号（1997年 7月）です。 

当時の原稿の集め方、編集の仕方がわかります。 

〈記念号発行に当たって〉 

下の記事は第 30号（1999年 11月）です。 

配置の組み方はハガキを使っての集計でした。 
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〈記念号発行に当たって〉 

49号からはパソコンで作成されてい
ます。 

あの御堂筋パレードにも参加してい
ました。電話番号の変更も懐かしい
話です。電話のイラストも時代がわ
かります。 
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〈記念号発行に当たって〉 

協会全般で IT活用の志向です。 

また、インバウンドへの対応も迫られてい

たようです。 

定点の場所が増えてきた時代でした。 
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〈記念号発行に当たって〉 

この記事は第 103号（2005年 12月）
のものです。 

携帯電話が広まった時期です。 

〈記念号発行に当たって〉 

この記事は第 150号（2009年 11月）です。 

観ボラのこんな“神対応”もあったのですね。 

〈記念号発行に当たって〉 

この記事は第 148号（2009年 9月）です。 

大魚夜市で魚屋さんまでやっていたのです
ね。バイタリティーの塊！！ 
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〈記念号発行に当たって〉 

この記事は第 148号（2009年 9月）で
す。 

観ボラで大魚夜市の売り手になっていた
とは！ 

〈記念号発行に当たって〉 

この年は今では考えられない、なんと 10 日間開催の秋季文化財特別公開でした。この年に月
蔵寺、覚応寺が文化財特別公開のデビューをしました。大安寺の襖絵は大好評であったとのこ
とです。しっかりとした案内でさらに盛り上がったのでしょう。 
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〈記念号発行に当たって〉 

2014年の 2月号の表紙、新年会の記事の部分です。 

下はこの頃のニュースに掲載された堺祭りの懐かしいスナップ写真です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2014年(平成 26年)の時代行列 
2010年(平成 22年)の堺祭り参加者 

 

2014年(平成 26年) 

 

 

2015年(平成 27年)の時代行列 
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〈記念号発行に当たって〉 

日本中が「明治 150年」で盛り上がった年でした。文化財特別公開も明治
にスポットを当てて開催されました。玉座記念館、旧天王貯水池も公開さ
れ、おおいに盛り上がりました。案内 200万人突破の年でもありました。 
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〈記念号発行に当たって〉 

この頃は新型コロナウイルスのことなど夢にも思わぬことでしたね。 
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2022年 5月度 広報部員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

 2年前コロナ禍で活動が休止になった時に、いろいろなことを考えました。 

「我々の活動は勿論、イベントも研修も無い中、記事を出す題材もありません、各部か

らの記事もほとんどありません、協会ニュースを、しばらく連絡事項のみにしてもいい

のでは？」そんな考えが頭をよぎりました。 

 しかしこの状況の中で協会ニュースをそのような形にしてしまったら、会員と協会の

絆が無くなってしまい、協会員の気持も、もっとマイナスになってしまうのでは、とい

う意見も部内で出ました。そのとおりです。こういう時だからこそ楽しい、面白い、興

味深い記事を集めて発行しよう！！ということで広報部員が一致団結できました。 

会員に原稿を依頼すると、皆さん喜んで投稿してくださいました。また部員がたくさ

んの題材を探し出してくれました。堺の知られざる話もどんどんと集まって来ました。

そしてついに先月でこの協会ニュースは 300号に到達したのです。たくさんの諸先輩方

の努力、苦労が築き上げた 300号なのです。これからは更に素晴らしいニュースを発行

し続けたい。多くの協会員にニュースの掲載に協力してもらいたい。 

 そういう気持ちを念頭に置いて、我々広報部員は頑張ってまいります。ご協力のほど

よろしくお願い申し上げます。           （第七代広報部長 川上 由） 

                 

 

 

左上から 金銅(12期) 岡本(21期) 藤田(30期) 

左後から 佐伯(22期) 住谷(25期) 和田(28期) 阿部(30期) 金谷(30期) 西本(30期） 

左前から 生島(13期) 北野(16期) 長江副理事長(16期) 川上部長(24期) 八木(21期) 槇(21期)  
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